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当社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを全員で認識し、

企業活動のあらゆる面で、環境保全に取り組み、人々の健康と豊かな社会の形成に貢献します。

　 (1)下記事項を重点テーマとして、環境保全活動を実施する。

　①資源、エネルギーの節約

　②廃棄物の削減

　③環境負荷の少ない生産を推進する

(2)環境に与える影響を的確に捉え、目標を定め、環境保全活動の継続的改善を推進する。

(3)環境関連の法律などを遵守する。

(4)全社員が環境経営方針を理解し、本方針に則した活動が行えるよう環境教育を促進する。

(5)この環境経営方針は、広く一般に公表する。

株式会社トムコ

代表取締役社長　松井　繁樹

株式会社 ト ム コ

Ⅰ．　環　境　経　営　方　針

2019年1月15日

【基本理念】

【基本方針】



株式会社トムコ

代表取締役社長　　松井　繁樹

　

環境管理責任者 ：専務　松井　治樹

連絡先 ：TEL　　027-263-1031

：FAX　　027-261-0065

自動車部品及び産業機械部品の製造

従業員：32人

床面積：2,794㎡

　

エコアクション２１の活動範囲：自動車部品及び産業機械部品の製造

レポート対象期間 ：2022年1月～2022年12月

　6．　対象範囲

エコアクション２１の対象範囲：全組織

　5．　事業の規模

Ⅱ．　事業活動の規模

　1．　事業所名及び代表者名

　2．　所在地　

〒379-2154　群馬県前橋市天川大島町1351

　3．　環境保全関係の責任者連絡先　

　4．　事業の内容



代表者(経営者)

最高責任者

環境委員会 専務

(毎月1回開催：生
産、品質会議に含

む)
環境管理責任者

事務局

業務部 品質管理部 製造部

職名

代表者

環境管理責任者

事務局

環境委員会

部門責任者

Ⅲ．　EA21推進体制

役割

最高責任者(環境管理責任者など必要な責任者を任命。環境経営方針
を制定。環境経営方針・目標をはじめ、システム全体の見直しを行い、
必要に応じて改定を指示する。)

自己の管理範囲内における管理責任者として、全員参画によるEMSの
運用及び管理責務を負う。

EMSに関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図る。
EMSの構築と運用を円滑に行い、社長による見直しのための情報とし
て、その構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。

環境管理責任者を補佐し、EMSに関する実務全般を所管する。

各部門責任者で構成し、月１回の品質会議か生産会議と兼ねる。環境
経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について協議す
る。必要と認めた者は出席することができる。

当社のEA21(エコアクション)を運用する為の組織を下記の通り定める。
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　下記の通り定め、活動を開始した。

■環境経営目標と今年度の実績(中期計画)

2019年

目標基準 目標 実績 目標 実績 目標 実績

6,577 6,511 5,856 6,445 6,989 6,380 6,229

基準値 1％削減 2％削減 3％削減

1,822 1,804 1,264 1,786 1,813 1,767 1,280

基準値 1％削減 2％削減 3％削減

総排水量
（現状監視）

㎥/人 17 17 11 17 12 17 22

化学物質の管理
（2021年度よりＳＤＳ管理） 実施 実施

本業に関する目標
（環境負荷減の生産推

進）
件数 １件 1件 1件 1件 1件 1件 1件

総人数平均 33 33 32

2020年～2022年目標は、2019年目標基準から毎年-1%です。(2019年目標基準 = 2019年実績)

(総排水量は一般家庭レベルである為、目標を現状維持と設定)

■主な環境負荷実績

環境への負荷(総量） 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

①CO2排出量（kg-CO2) 218,643 224,806 234,671 246,539 217,043 193,250 230,656 199,317

②廃棄物排出量(ℓ) 8,800 13,200 11,300 14,000 60,130 41,740 59,850 40,960

③水資源投入量（㎥） 418 660 418 435 554 377 404 711

廃棄物排出量2014～2018最終処分（埋立）量で算出してある
2019より、一般+産業廃棄物の総排出量

Ⅳ．　環境経営目標とその実績

　2019年の環境負荷実績を把握し、2020年～2022年までの3年間で-3%削減の目標を

2021年
（昨年度）

2022年
（今年度）

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は東京電力エナジーパートナー令和１年度実績0.455kg/kwhを使用しました。

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

kg-CO2/人

ℓ/人

単位

2020年



①二酸化炭素排出量の削減 【評価○】

　　2019年目標基準に対して 基準値に対して 5.3 % 削減達成

　　2022年に3％削減する。

　【目標達成手段】 　【コメント】

　　・空調温度の適正化 ・空調機用の配線が細く抵抗があったため太い配線に交換し

　　・使用電力量の削減 抵抗を抑え空調機稼働の効率化を図った。

　　・エア漏れチェック

【次年度の取組内容】

本年度の目的達成手段を継続して実施する。

②産業廃棄物の削減 【評価◎】

　　2019年目標基準に対して 基準値に対して 31.9 % 削減達成

　　2022年に3％削減する。

　【コメント】

　【目標達成手段】 ・小型形状の加工物が増えたため切粉の排出量が減り

　　・水溶性廃油削減 切削液の持ち出しも削減され、廃棄量も減った。

【次年度の取組内容】

本年度の目的達成手段を継続して実施する。

③水資源投入量の削減 【評価×】

　　2019年目標基準に対して 基準値に対して 32.3 % 増加

　　2022年に3％削減する。

　【目標達成手段】 　【コメント】

　　・水道料金確認で異変チェック ・水道管の亀裂による漏水があった、現在は補修して漏水はない。

　　　(水道管漏れ等)

【次年度の取組内容】

水道メーターを定期的に監視し早期発見に努める。

④化学物質の管理 【評価○】

・油類安全データシート一覧表維持

　【目標達成手段】

①安全データシートの入手

②一覧費表にて管理 　【コメント】

・当社ではPRTR法に該当する化学物質を使用していない

【次年度の取組内容】

本年度の目的達成手段を継続して実施する。

【評価○】

1 件の採用を達成

　【目標達成手段】

①最新工具の情報収集 　【コメント】

②最新工具のサンプル確認 　・最新工具のサンプル確認1件⇒最新工具の採用1件達成した。

③最新工具の採用件数1件以上 　・年間工程不良率　0.036％

工程不良0.04％以下 【次年度の取組内容】

本年度の目的達成手段を継続して実施する。

取組計画 評価

Ⅴ．環境活動の取組と評価、次年度の取組内容

⑤本業に関する目標
（環境負荷の少ない生産を推進）



Ⅵ．　環境関連法規制の遵守状況

№ 遵守状況

1 遵守

2 遵守

3 遵守

4 遵守

5 遵守

6 遵守

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は、
過去10年間ありません。また、環境に関する訴訟、苦情等も過去10年間ありません。

Ⅶ．　代表者による全体評価と見直しの結果

・環境経営目標とその実績（レポート対象期間）をふまえて、
　環境活動の取組と評価を確認しました。

・本年度は水道管の亀裂による漏水が発生してしまい
水道使用量の削減の目標値に達成するこたが出来ませんでした。
定期的に水道メーターの変化を監視し早期発見に努め削減活動に取り組んで参ります。

・年間工程不良率　目標0.04％に対し0.036％の実績で目標達成いたしました。
次年度も引き続き環境に負荷のない生産で不良低減活動に取り組んで参ります。

・PRTR法に該当する物質はありませんが、化学物質の適正管理として
　使用製品の安全データシートを入手し管理しております。

・コロナウイルス対策として共用部分の除菌および、こまめな換気をおこない
　感染予防に努めて参ります

・今後共、日常業務の遂行とEA21活動を連携し、永続的な取り組みを進めて参ります。

遵守事項

特定施設の届出

法律・条例

騒音規制法

振動規制法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

特定施設の届出

委託業者との契約許可書の確認
マニフェスト保管照合確認・交付状況報告

消防用設備の設置・点検

公害防止責任者の選任

特定製品の点検実施フロン排出抑制法

消防法

群馬県の生活環境を保全する条例


